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第 ８１ 号 
 

発 行 者 

姥ヶ山自治会 
阿部博一 

 
印 刷 

新潟ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ㈱ 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
現
在 

 
 

 
 

 

姥
ヶ
山
自
治
会
動
向 

世
帯
数 

一
、
四
二
〇
戸 

班 

数 
 

 

一
二
〇
班 

な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
安
心
安
全
な
地

域
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
長
年
に
亘
り
会
館
予
約
管
理
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
、
熊
谷
良
治
さ
ん
に
感

謝
状
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

元
年
度
か
ら
は
四
丁
目
の
よ
し
た
け
時
計

店
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

《
自
治
会
館
建
設
計
画
に
つ
い
て
》 

 

会
館
建
設
委
員
会
は
昨
年
四
月
の
総
会

で
確
認
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
三
十
年

度
計
四
回
の
会
議
を
重
ね
詳
細
な
検
討

を
行
い
ま
し
た
。 

〇
建
物
の
大
き
さ
と
間
取
り
に
つ
い
て 

 
 

 

床
面
積 

七
五
．
六
七
坪 

〇
設
計
施
行
業
者 

 
 

 
(

有)

友
貴
設
計 

（姥
ヶ
山
三
丁
目
） 

〇
建
設
年
度 

 
 

 
 

二
〇
二
〇
年
度
着
工
予
定 

〇
建
設
資
金
計
画 

建
設
費
用
概
算
額 

四
，
〇
〇
〇
万
円 

自
治
会
積
立 

 
 

一
，
五
〇
〇
万
円 

新
潟
市
補
助
金 

 

一
，
二
〇
〇
万
円 

農
地
組
合
借
入
れ 

一
，
三
〇
〇
万
円 

〇
今
後
の
進
め
方 

 

新
潟
市
補
助
金
申
請
を
二
〇
一
九
年

六
月
頃
に
行
い
ま
す
。
補
助
金
交
付
決
定

は
二
〇
二
〇
年
三
月
市
議
会
で
の
議
決

後
と
な
り
、
よ
っ
て
、
着
工
は
二
〇
二
〇
年

四
月
以
降
と
な
り
ま
す
が
、
元
年
度
は
会

館
建
設
に
伴
う
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
計

画
、
諸
費
用
の
検
討
を
行
い
、
来
年
度
総

会
に
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

自
治
会
総
会
を
終
え
て 

 

姥
ヶ
山
自
治
会
長 

阿
部
博
一 

 

平
成
三
十
一
年
四
月
十
四
日
（
日
）
に

ご
来
賓
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂
き
「
姥
ヶ

山
自
治
会
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
三
十
年
度
も
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 《
活
動
報
告
及
び
元
年
度
計
画
に
つ
い
て
》 

 

各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
中
心

に
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
作
り
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
に
て
話
し
合
い

が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自
治
会
全
体
で
取
り

組
む
事
業
と
し
て「
実
行
委
員
会
」
の
も
と

三
十
年
度
は「
姥
ケ
山
ま
つ
り
」
と「
さ
い

の
神
」
の
行
事
を
行
な
い
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
専
門
部
活
動
は「
姥
ヶ
山
自
治

会
事
業
計
画
表
」
に
基
づ
き
、
自
治
会
報

発
行
、
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、
恒
例
の
町

民
大
運
動
会
、
防
災
訓
練
、
健
康
講
座
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
、
町
内
一
斉
下
水
清
掃
、

ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
薬
剤
の
斡
旋
、
落
語
の

会
、
苔
玉
と
寄
せ
植
え
の
会
等
々
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
行
い
ま
し
た
。 

元
年
度
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
防
犯
や
災

害
に
備
え
る
た
め
に
山
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
緊
密 

６丁目 西　陽子 小堺準一 大橋忠廣 阿部光男 桜井洋子

高橋隆夫

堀内文雄

５丁目 吉沢恵子 阿部信三 大瀧紀代子 仁多見弘子

自主防災会職務分担 避難誘導部 　※ブロック長・副ブロック長

熊谷良浩

給食給水部 避難所運営部 消 火 部 総 務 部 救出救護部 情 報 部

１丁目 遠山しのぶ 桜井輝雄 小竹哲夫 五十嵐和彦 浅井和吉 浅井善広 高橋孝之

金光教代 神田光冶

４丁目 大田美樹 阿部俊朗 笠原裕一 小川高徳 吉岡和弘

中村寅三 行方博信 酒井滋進 駒形　聡 戸枝正人３丁目 大野冨美
佐藤　究

遠山富治

水野正迪

乙川秀雄

熊谷良治

小熊由紀夫

阿部　毅
 

淡路晶子

五十嵐純夫

小田　剛

桑原栄治 坂井　等 柴山直美 川上たをり

６ 丁 目

坂井　等 高橋紀子 小熊由紀夫 高嶋千明 松原益雄 高野鋭吉

大田美樹 阿部俊朗 笠原裕一 小川高徳 吉岡和弘 浅井善広 近藤平一 青野貞則 坂井　等

本間康夫 内山毅重 市島誠一 土屋信雄 高橋　修 相川直樹

栗山賢三
佐藤定二

加藤禎二郎

小竹　實

副委員長　　安田邦英          阿部　毅

管 理 部 女 性 部 衛 生 部 環 境 部 生活安全部 文化育成部 総 務 部 １ 丁 目 ３ 丁 目 ４ 丁 目 ５ 丁 目

会計監査

高橋ひろみ 副会長 浅井広己
　委員長　　　小林俊昭 吉岡冨三雄 桜井政雄 吉岡昭彦

        　阿部博一
(会長が委嘱）

姥ヶ山会館建設委員会 顧　　問

ブ
ロ
ッ
ク
長

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

会

計

会
計
監
査

部

長

副
部
長

会 長

会 計

総務部 790 
生活安全部 50 

文化育成部

270 

環境部 1,500 

衛生部 235 

女性部 90 

会館管理 500 

団体負担金

900 
執行部 1,723 

プロジェクト

300 

予備費 267 

ﾌﾞﾛｯｸ活動費

2,149 

防災会 100 

会館積立

1,150 
繰越金 404 

自治会費

6,320 

補助金 1,300 

貸館料 300 

事務委託料

1,700 

平成３１年度予算

予 算 総 額
１０,０２４,１０３円

（ｸﾞﾗﾌ内金額単位：千円）
※詳細は総会予算書を参照

収入 支出
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子
育
て
世
代
と
環
境
整
備 

 

三
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

土
屋
信
雄 

 

町
内
の
皆
様
や
役
員
、
班
長
の
方
々
の
ご

協
力
を
頂
き
、
六
年
目
に
入
り
ま
し
た
。 

五
年
間
で
十
六
軒
と
持
主
変
更
や
世
代

交
代
で
五
軒
の
合
計
二
十
一
軒
の
子
育
て

世
代
の
家
が
増
加
し
ま
し
た
。 

以
前
か
ら
香
典
一
万
円
は
有
り
ま
し
た

が
、
昨
年
か
ら
、
町
内
の
お
宝
と
し
て
会
員

宅
同
居
者
に
子
供
誕
生
で
一
万
円(

ア
パ
ー

ト
は
各
五
千
円)

を
贈
る
と
決
め
た
所
、
二

人
誕
生
し
ま
し
た
。
又
、
四
年
前
に
高
齢
者

や
女
性
で
も
使
え
る
車
輪
付
の
下
水
フ
タ

上
げ
機
二
台
を
買
い
ま
し
た
。 

「
ク
リ
ー
ン
新
潟
推
進
員
」
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
分
別
間
違
い
の
ゴ
ミ
の
再
分
別

や
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
理
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
間
違
い
や
す
い
品
目
を
保
存
版
の

文
書
で
何
回
も
配
布
し
た
結
果
、
最
近
は

少
し
良
く
な
り
ま
し
た
。
間
違
い
の
多
い
品

目
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
、
ビ
ニ
ー
ル
や

食
品
ト
レ
ー
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
（
プ
ラ
マ
ー

ク
容
器
包
装
）
と
一
緒
に
出
す
と
収
集
せ
ず

残
さ
れ
ま
す
。
現
在
は
高
性
能
焼
却
炉
で

殆
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
燃
や
す
ゴ
ミ

で
す
。「
分
別
の
目
安
」
は
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付

か
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
燃
や
す
袋
で

出
す
事
で
す
。
各
種
ス
プ
レ
ー
缶
は「
缶
」
で

も
特
定
五
品
目
で
す
。「
ビ
ン
・
缶
」
の
日
に

一
緒
に
出
す
と
収
集
せ
ず
残
さ
れ
ま
す
。 

発
熱
型
電
球
は「
燃
や
さ
な
い
ゴ
ミ
」
で
す
。 

電
球
型
で
も
蛍
光
灯
は
丸
型
や
直
管
と
同

じ「
特
定
五
品
目
」
の
日
で
す
。
枝
豆
や
シ
ソ

の
葉
の
枝
や
農
作
物
の
野
菜
・
ツ
ル
類
は
燃

や
す
ゴ
ミ
で
す
。「
枝
葉
・
草
」
の
日
に
出
す

と
収
集
せ
ず
残
さ
れ
ま
す
。
も
し
間
違
っ
て

も
、
家
庭
ゴ
ミ
は「
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
動

す
る
」
だ
け
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
推
進
員
等
の
方

も
再
分
別
・
整
理
し
て
い
ま
す
が
、
正
し
い
分

別
に
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
。 

 

地
域
の
良
さ
を 

次
に
つ
な
い
で
い
く
大
切
さ 

一
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

市
島
誠
一 

 
一
．
力
を
合
わ
せ
住
み
よ
い
地
域
を
作
る 

令
和
元
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

心
痛
む
事
件
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
来
、
安
全
で
あ
る
ベ
き
生
活
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
四
十
数
年
前
、

私
が
姥
ヶ
山
に
移
り
住
ん
だ
時
の
印
象
は
、

ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
顔
が
見
え
、
住
み
や
す

い
地
域
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
今
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
ク
リ
ー
ン
作
戦
・

下
水
溝
清
掃
・
ア
メ
シ
ロ
防
除
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
、
安
心

で
住
み
よ
い
地
域
を
作
り
上
げ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
そ
の
良
さ

は
受
け
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
一
丁
目
で
は
新
し
い
人
材
を
含

め
、
更
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
力
が
今
こ
そ
必

要
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

二
．
親
睦
の
輪
（
和
）を
広
げ
る 

一
丁
目
の
独
自
事
業
は
、
親
子
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
・
蕎
麦
を
食
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
・
新

年
会
な
ど
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
更
に
内
容
を
工
夫
し
、
皆
さ
ん
が
一
段
と

楽
し
く
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
も
の
と
な
る
よ

う
計
画
中
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
や
活
動

は
、
互
い
の
顔
や
気
持
ち
が
わ
か
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
が
更
に
ま
と
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
子
ど
も
さ
ん
か

ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

          

地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
勧
め 

 

四
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

高
橋 

修 

 

日
頃
よ
り
四
丁
目
自
治
会
会
員
並
び
に

各
班
長
・
役
員
の
皆
様
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
姥
ヶ
山
自
治
会
は
、
千
五
百
世
帯

に
迫
る
中
央
区
で
も
一
・
二
を
争
う
マ
ン

モ
ス
自
治
会
と
な
っ
て
お
り
、
老
朽
化
し

た
会
館
を
来
年
度
着
工
に
向
け
執
行
部
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
二
期
四
年
目
の
活

動
と
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
務
役
員
か
ら
換

算
す
る
と
二
十
年
に
な
り
ま
す
。 

四
月
か
ら
サ
ン
デ
ー
毎
日
に
な
っ
た
と
は

い
え
、
自
治
会
・
コ
ミ
協
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
・
地
域
見
守
り
隊
・
学
校
開
放
ク
ラ
ブ
・

農
地
組
合
・
お
寺
・
神
社
氏
子
総
代
・
地

蔵
堂
講
中
そ
し
て
現
在
本
業
の
家
庭
菜
園

で
野
良
仕
事
に
明
け
暮
れ
、
貧
乏
暇
な
し

の
状
態
で
す
。 

 

四
丁
目
ブ
ッ
ク
の
年
間
行
事
と
し
て
は

初
夏
の
花
の
配
布
・
秋
の
果
物
狩
り
＆
Ｂ

Ｂ
Ｑ
・
そ
し
て
冬
の
節
分
豆
ま
き
＆
新
年

会
の
三
つ
の
行
事
を
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら

引
き
継
い
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。 

企
画
能
力
が
な
い
た
め
マ
ン
ネ
リ
化
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
か
ら
意
見

や
希
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
は
昨
年
度
か
ら

土
曜
夕
方
五
時
開
催
に
変
更
し
、
参
加
者

も
増
え
会
員
に
も
好
評
の
よ
う
で
す
。 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
は
新
し

い
血
・
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。 

皆
が
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
大
変
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
地
域
か
ら
何
か
し
て
も
ら

う
の
で
な
く
、
自
分
達
が
地
域
に
何
が
出

来
る
の
か
是
非
皆
様
に
も
考
え
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
色
ん
な
時
や
所
で
小
さ

な
事
か
ら
き
っ
と
始
め
ら
れ
る
・
・
・
。 

ブ
ロ
ッ
ク
長
二
年
目 

 

五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

相
川
直
樹 

 

昨
年
、
五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
若
輩
者
な

が
ら
就
任
し
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
改
め
て
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
大
変
さ
を
痛
感
し
て
い
る
、
今
日
こ

の
頃
で
す
。 

当
初
は
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
事
だ

ら
け
で
質
問
ば
か
り
し
て
し
ま
い
、
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
何
と
か
二
年
目
に
突
入

で
す
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
五
丁
目
に
は
色
々

な
検
討
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
事
で
す
。
現
在
、
掃
除
当
番
が
あ
り

ま
せ
ん
。
過
去
に
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

い
つ
の
間
に
か
無
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

私
達
の
利
用
す
る
も
の
は
、
私
達
で
掃
除

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
復
活
を

考
え
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
色
々
と
準
備
や
方
法
等
決
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
は
出
来

な
い
状
態
で
す
し
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
数
も
減
る
か
も
と
言
う
話
も
あ
り
ま

す
。 二

つ
目
は
、
班
編
成
に
つ
い
て
で
す
。

各
班
の
世
帯
数
の
増
減
が
あ
り
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
き
不
平
等
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

三
つ
目
は
、
気
軽
に
参
加
出
来
る
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
や
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
他
に
も
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
三
つ
の
内
一
つ
で
も
改
善
又
は
前
進
出

来
る
様
、
役
員
達
と
協
議
し
て
い
き
た
い

で
す
。(

ど
れ
も
む
ず
か
し
い
・
・
・
。) 

最
後
に
、
後
一
年
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
温
か
い
目
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦 

 

六
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

高
野
鋭
吉 

 

桜
が
丘
小
学
校
の
周
り
の
歩
道
除
雪
を
行

い
ま
す
。
大
雪
の
と
き
の
登
校
時
に
は
、
車
道

の
除
雪
が
早
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
、
車
と

同
じ
道
を
通
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
危
険
で

す
。
こ
の
現
状
を
少
し
で
も
変
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

町
内
会
で
様
々
な
活
動
を
す
る
こ
と
で
、

大
勢
の
会
員
と
“
知
り
合
い
”
“
情
報
を
収
集

し
”
、
皆
で
考
え
る
こ
と
で
“
学
び
合
い
”
困
っ
た

と
き
に
は
手
を
差
し
伸
べ
合
っ
て
“
助
け
合
う
”

こ
ん
な
町
内
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

     

  

   

年
を
重
ね
て
大
事
に
な
る
人
間
関
係
は
、

「
ご
近
所
」
や
「
悩
み
を
共
有
で
き
る
仲
間
」

で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
相
手
で

す
。「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」
老
後

に
大
事
に
な
る
の
は「
助
け
合
え
る
仲
間
」
で

す
。
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
の
、
一
番
の
近
道

は
、
ま
ず
知
り
合
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
た
め
に
も
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦

し
ま
す
。
五
年
間
の
継
続
を
目
指
し
て
！ 

 

除雪機械や、スコップ、

スノーダンプなどの道

具を使用。登録者数

14 名、事前研修会の

受講予定者 8 名。 

桜が丘小学校の付近図。 

歩道除雪の延長は、526ｍ、 

道路横断除雪は、9 ヶ所。 

バーベキュー大会での 

イベント、スイカ割り。 
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さ 

い 

の 

神 
 

実
行
委
員
長 

小
熊
由
紀
夫 

 
平
成
最
後
と
な
る「
さ
い
の
神
」
は
、
十
一

月
十
八
日
に
準
備
が
始
ま
り
、
と
ば
作
り
・

細
竹
切
り
・
孟
宗
竹
切
り
・
葦
を
切
っ
て
集

め
る
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

天
候
に
恵
ま
れ
慣
れ
た
人
も
増
え
て
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
予
定

よ
り
早
く
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
月
十
三
日
本
番
、
冬
と
は
思
わ
れ
な
い

穏
や
か
な
日
に
な
り
、
そ
れ
ほ
ど
辛
い
思
い

を
す
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。  

 

一
昨
年
度
ま
で
大
小
二
つ
作
っ
て
い
た
賽
の

神
で
す
が
、
今
年
も
昨
年
度
と
同
様
一
つ
に

し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
ほ
う
が
す
っ
き
り
し
て

良
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

好
天
だ
っ
た
た
め
、
着
火
後
は
見
事
な
炎

が
上
り
、
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。  

 
 

 

 

住
民
は
じ
め
小
学
校
、
中
学
校
な
ど
の
協

力
で
行
わ
れ
る
賽
の
神
で
す
が
、
地
域
の
交

流
に
役
立
て
れ
ば
良
い
事
と
思
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 

何
か
と
至
ら
な
い
実
行
委
員
長
で
し
た
が

無
事
行
事
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

ご
指
導
、
ご
協
力
し
て
頂
い
た
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

   
健 

康 

講 

演 

会 
 

生
活
安
全
部
長 

松
原
益
雄 

 

二
月
九
日
に
大
越
章
吾
先
生
（
日
本
歯

科
大
学
医
科
病
院
長
・
内
科
学
教
授
）
を
講

師
に
健
康
講
演
会
を
開
催
し
、
五
十
五
名

の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

大
越
先
生
の
講
演
は
今
回
で
四
回
目
と

な
り
、
テ
ー
マ
は
、
生
活
習
慣
病
→
肝
臓
病

→
フ
レ
イ
ル
（
老
化
）
→
癌 

と
毎
回
変
わ
り

ま
し
た
が
、
い
つ
も
わ
か
り
や
す
い
お
話
で
、

質
問
に
も
丁
寧
に
お
答
え
頂
き
、
毎
回
好

評
で
す
。
ま
た
、
先
生
の
外
来
担
当
日
（
水
・

金
曜
日
）
に
歯
科
大
病
院
に
受
診
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。 

生
活
安
全
部
で
は
、
毎
年
、
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

 

第
一
回
ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

環
境
部
長 

高
嶋
千
明 

 

去
る
五
月
二
十
六
日
（
日
）
、
元
号
が
令

和
に
変
わ
っ
て
最
初
の
姥
ヶ
山
自
治
会
「
第

一
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 当

日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
昨
年
並
み
の

百
五
十
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
に
は
子
ど
も
連
れ
で
参
加
さ
れ
た

方
や
江
東
園
職
員
の
方
々
も
大
勢
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

年
々
ゴ
ミ
の
量
は
確
実
に
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
も
こ
の
活
動
に

合
わ
せ
て
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等
が
捨
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
自
分
で
処
分
す
る
と
費
用
が
掛

か
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
合
わ
せ
て
捨
て

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
当
日
は
、「
鳥
屋
野

潟
一
斉
清
掃
」
が
行
わ
れ
、「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
の
後
、
自
治
会
の
方
も
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

次
回
は
十
月
二
十
七
日
（
日
）に「
第
二
回

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

一
斉
下
水
溝
清
掃 

 

衛
生
部
長 

小
熊
由
紀
夫 

 

恒
例
の
、
姥
ヶ
山
自
治
会
衛
生
部
主
催
行

事
、
町
内
一
斉
清
掃
は
六
月
二
日
の
日
曜

日
、
好
天
の
下
で
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
に
し
て
は
少
し
気
温
が
高
め
で

汗
ば
む
陽
気
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
頑
張

っ
て
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下
水
道
の
整
備
で
汚
泥
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
蓋
は
ぐ
り
や
蓋
は
め
は
重
労
働
で

す
の
で
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

今
ま
で
、
四
丁
目
地
内
の
お
寺
の
裏
側
の

側
溝
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
は
、
余
り
に
も
量
が

多
す
ぎ
て
手
を
着
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
、
住
民
は
じ
め
農
地
組
合
役
員
、
お
寺

関
係
者
の
ご
協
力
で
処
理
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
下
水
清
掃
は
楽
な
作
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
近
隣
の
人
達
の
交
流
顔
合
わ
せ
場

と
な
る
の
に
役
立
て
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
回
も
都
合
の
つ
く
限
り
大
勢
の
参
加
者

を
望
み
ま
す
。 

 

ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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令
和
元
年
度
最
初
の
自
治
会
報
を

お
届
け
し
ま
す
。 

新
年
度
を
迎
え
、
自
治
会
役
員
も

新
体
制
の
も
と
始
動
し
ま
し
た
。 

本
年
度
は
役
員
改
選
年
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
多
く
の
自
治
会
役
員
は

留
任
で
す
。
今
号
は
会
長
二
年
目
に

於
け
る
所
信
を
含
め
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
そ

れ
ぞ
れ
に
想
い
を
綴
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

皆
様
関
心
の
高
い
自
治
会
館
建
設

計
画
に
於
い
て
も
、
会
議
を
重
ね
た
結

果
ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
会
館

建
設
準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
開
館

準
備
を
し
て
参
り
ま
す
。 

 

新
潟
も
梅
雨
入
り
し
た
様
で
あ
り
カ

ラ
ッ
と
し
な
い
天
気
が
続
い
て
い
る
昨

今
で
す
。
梅
雨
が
明
け
れ
ば
、
待
っ
て
い

る
の
は
枝
豆
と
夏
の
高
校
野
球
甲
子

園
大
会
で
す
、
今
年
は
ど
こ
の
学
校
が

県
代
表
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
は
な

む
け
に
一
句 

・
若
人
の 

眉
吊
り
上
げ
し 

マ
ウ
ン
ド

よ 

バ
ッ
ト
一
閃 

歓
喜
の
渦
が 

・
夏
盛
り 

昇
る
舞
台
は 

甲
子
園 

汗
と
涙
の 

厚
化
粧 

郷
土
の
期
待
や
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど

気
に
す
る
な
。
楽
し
ん
で
来
い
。 

（
野
球
小
僧
） 

 
投稿募集 

 
 最近気になること、ちょ
っといい話、サラリーマン
川柳など、まじめなご意 
見から 笑える お話し ま
で、会員皆様の原稿を
募集しています。 
発行は、毎年２回です。 
詳しくは、各ブロックの総
務部までお問い合わせ
下さい。 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

気
が
つ
け
ば
、
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。 

先
日
の
免
許
書
き
換
え
時
に
別
室
に
案

内
さ
れ
て
の
テ
ス
ト
？
に
は
少
々
驚
い

た
。
そ
の
う
え
嫌
で
も
高
齢
者
の
事
故
・

事
件
が
や
た
ら
と
耳
目
に
入
り
な
～
ん

か
年
取
っ
て
し
ま
っ
た
な
ぁ
～
と
実
感
し

て
し
ま
う
。
昔
は
ス
ト
レ
ス
解
消
だ
っ
た
ド

ラ
イ
ブ
が
、
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
し
、
言
葉
の
捉
え
方
が
一
寸
年
寄
臭
く

な
り
、
子
供
に
笑
わ
れ
る
。
年
を
取
る
の

は
嫌
だ
け
ど
、
身
体
は
上
手
く
動
か
な
く

な
り
、
直
ぐ
に
疲
れ
る
。 

反
面
、
長
く
生
き
て
来
て
覚
え
た
事
・

経
験
を
後
輩(

姥
ヶ
山
は
子
ど
も
の
頃
の

先
輩
後
輩
が
は
っ
き
り
し
て
い
て)

に
話
す

時
は
、
皆
さ
ん
其
れ
な
り
に
聴
い
て
貰
え

る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
す
る(

重
た
く
な
ら

な
い
よ
う
に
し
な
き
ゃ)

。
歳
の
功
も
悪
く

な
い
か
。 

 

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
全

盛
で
、
あ
っ
ち
も
こ
っ
ち
も
身
動
き
が
取

れ
な
い
有
様
ば
か
り
だ
。
自
国
第
一
主
義

も
良
い
の
だ
が
、
大
国
と
呼
ば
れ
る
国
に

は
世
界
の
中
で
は
、
そ
れ
な
り
の
責
任
が

有
る
と
思
う
の
だ
が
、
世
界
を
撹
乱
ば
か

り
し
て
い
る
。
憧
れ
の
国
も
今
や
変
な
国

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
ん
だ
。 

片
や
、
も
う
一
つ
の
覇
権
国
は
、
Ａ
Ｉ

を
駆
使
し
て
超
監
視
国
家
と
な
り
、
そ
の

技
術
の
高
さ
が
も
う
一
つ
の
超
大
国
に
警

戒
さ
れ
て
、
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
、
そ
の

狭
間
で
各
国
は
右
往
左
往
し
て
い
る
し
、

我
が
国
は
自
国
第
一
国
家
と
変
に
安
定

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
寸
先
は
闇
の
政

治
の
世
界
は
こ
の
先
ど
う
な
る
や
ら
。 

そ
ん
な
事
よ
り
は
、
そ
ろ
そ
ろ
免
許
返

納
や
終
活
を
考
え
よ
う
か
な
ぁ
～
、
捨
て

る
物
も
有
る
し
。  

 
 

 
 

 
 

（
浮
草
） 

＜＜ 姥ヶ山自治会のホームページは、http://www.ubagayama.jp です。＞＞ 

い
ろ
い
ろ
と
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
新
潟
市

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
全

て
納
得
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
潟
市
の
説
明
会
出
席
者
の
感
想

に
も
山
潟
中
学
校
区
と
し
て
の
詳
細
説
明

会
が
必
要
と
の
声
も
あ
り
、
是
非
と
も
実
験

に
向
け
て
行
動
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

   

新
潟
市
総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

山
潟
中
学
校
区
版 

 

総
務
部
長 

 

内
山
毅
重 

 

四
月
に
新
潟
市
総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
中

央
区
山
潟
中
学
校
区
版
が
、
全
戸
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
が
皆
様
ど
の
様
な
扱
い
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
①
度
々
見
て
確
認
し
て
い
る
。

②
そ
の
辺
に
置
い
て
あ
る
。
そ
れ
と
も
③
ポ

イ
し
た
。
四
月
二
十
四
日
に
は
市
と
し
て
の

説
明
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
要
点

を
理
解
し
、
災
害
に
備
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

一
．
洪
水
に
つ
い
て 

①
水
害
の
シ
ナ
リ
オ
。
洪
水
は
大
雨
に
よ
る

河
川
の
増
水
に
よ
り
、
堤
防
が
決
壊
す
る
か 

*

川
の
水
が
堤
防
を
超
え
る
な
ど
し
て
起
こ

り
ま
す
。
②
雨
の
降
り
方
と
周
囲
の
状
況
も

四
段
階
に
区
分
し
て
あ
り
、
状
況
把
握
が
可

能
で
す
。
③
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に

於
け
る
避
難
行
動
。
（
状
況
に
応
じ
た
避
難

行
動
の
重
要
性
が
し
め
さ
れ
て
い
ま
す
。 

④
気
象
庁
か
ら
の
気
象
情
報
。
注
意
報
、
警

報 

⑤
校
区
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
参
照
。 

二
．
津
波
に
つ
い
て 

①
津
波
に
よ
る
、
沿
岸
河
川
地
域
、
河
川
遡

上
地
域
、
低
平
地
域
、
避
難
者
受
け
入
れ

地
域
の
四
つ
の
地
域
特
徴
。 

②
津
波
の
前
に
は
地
震
が
や
っ
て
く
る
。
倒

壊
、
火
災
対
応
③
津
波
に
つ
い
て
の
詳
し
い

情
報
。
例
え
ば
、
津
波
の
速
さ
は
、
海
上
沖

合
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み
の
速
さ
。
陸
上
で
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
並
み
と
あ
り
ま
す
。

時
速
に
す
る
と
三
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
相

当
し
ま
す
。
逃
げ
切
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。『
直
ち
に
避
難
』
が
最
善
で
す
。 

④
中
学
校
区
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
参
照 

三
．
浸
水
に
つ
い
て 

①
中
学
校
区
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
参
照
。 

四
．
災
害
に
備
え
た
事
前
の
心
構
え 

五
．
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
の
心
構
え 


